
第４号様式 

事業実績書 

 

事業名 好きを仕事にするための旅路！エンタメ×キャリア教育授業 

場所 沼津市立今沢中学校 

期間 2025 年   9 月   16 日 ～ 2026 年   3 月   31 日 

 日程 実施項目・作業項目 

事 

業 

内 

容 

 
※ 実施内容、実施場所、参加対象、人員配置、役割分担など、スケジュールも併せてわかりやすく記載し

てください。 

 イベントや研修会等の行事日程だけでなく、事業期間すべてにわたる実施内容を記入してください。(打

合せ・会議・資料作成・参加者募集・準備・検討会など) 

25 年 9 月 
 
25年10月 
 
25年11月 
 
25年12月 
 
26 年 1 月 
 
26 年 2 月 
 
26 年 3 月 
 

協力団体への正式な協力依頼。登壇候補者の決定とスケジュール確認 
 
教育委員会への正式な協力依頼。 
 
受け入れ校の決定、登壇者決定と正式なオファー 
 
授業内容の構築、 
 
学校・登壇者との授業内容のすり合わせ、 
 
事前準備 
 
授業の実施 
アンケートの回収と集計、分析各方面への実施報告書作成 

事業効果 

※ 事業計画書において設定した、成果指標に対する実績値を、具体的な数値を用いて記載し

てください。 
成果指標：事業計画書提出時より変更あり。 
生徒・学校職員アンケートの 8 つの質問に対して、4 段階評価を設定し数値化。 
(1：全くそう思わない 2：あまりそう思わない 3：まあまあそう思う 4：とてもそう思う) 
 
生徒：理解→3.71、必要性→3.79、共感→3.73、気づき→3.56 
職員：教育的価値→3.86、妥当性→3.57、機会的価値→3.71、継続価値→3.86 

自己評価 

※ 上記事業効果を踏まえて、事業の自己評価をしてください。 
各評価を％に換算した場合、生徒からの評価は 87.25〜95.59％、職員からは 85.71〜96.43％だ

ったため概ね好評な事業であったと考える。また生徒アンケートに「職業講話で学んだことをど

う活かしていきたいか？」の自由項目を設けたが、どの生徒からも前向きな感想が記載されてい

た。特に講話を通して、現在の自分に必要な「人生のヒント」が学べた旨の感想が多数記載され

ていたため、生徒にとって価値のある時間を提供できたと考える。 
事業が成功した 1 番の要因として、協力いただいた全ての関係者様が教育に対して大きな熱意を

持たれていた事があると考える。 

今後の活動予定 

※ 補助金を利用予定・自己資金で活動・事業の見直し等、今後の展開について記載してください。 
次年度の開催は未定であるが、当団体は今後もキャリア教育を軸にした事業を実施していきた

い。今回のような大掛かりな事業を継続して行うためには補助金、自己資金以外の選択肢を増や

していく必要があると考える。 


